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1 研究の背景と目的  

 今日多くの一般家庭において，スマートスピーカーやスマートリモコンを

使って，照明やエアコンを点ける，明るさや温度上げるといった操作を行っ

ている．本研究では，比較的操作が簡単に行える e-remote mini とシングルボ

ードコンピュータ Raspberry Pi を用いて家電などの機器をどのように遠隔操

作しているのか，その原理と仕組みを理解すること，さらに，スマートリモ

コンと Raspberry Pi を使い LED 照明とラジコンヘリコプターを制御するシス

テムを作成することを目的とする．LED 照明では点灯・消灯，明るさの上げ

下げを行うシステム，ラジコンヘリコプターでは上昇させ安全に飛行させる

システムを作成する．  

 

2 遠隔操作システムの仕組み  

 本研究で使用したハードウェアとソフトウェアについて述べる．ハードウ

ェアは，シングルボードコンピュータ Raspberry Pi[1]，e-remote mini，LED 照

明，赤外線操作のラジコンヘリコプター（以下ラジコンヘリコプター）を用

いた．ソフトウェアは Raspberry Pi を e-remote mini と連携させるためのソフ

トウェア BlackBeanControl[2,3]を用いた．遠隔操作のプログラムはプログラム

言語 Python を使って開発した．  

 第一に，赤外線リモコンの入力を e-remote mini に学習させる作業を行った．

まず，e-remote mini に赤外線リモコンを向け，赤外線リモコンの学習させた

いボタンを入力する．そして e-remote mini は照射された赤外線を学習し入力

されたボタンの機能と共に登録される．例えば使用した LED 照明であれば，

e-remote mini に照明をつけるボタンの入力の赤外線と照明を消すボタンの入



力の赤外線を照射すると，e-remote min は，LED 照明の電源を ON/OFF するた

めの赤外線を学習する．  

 第二に，Raspberry Pi と e-remote mini を連携させる作業を行った．まず

Raspberry Pi に BlackBeanControl をインストールし，e-remote mini に登録され

た赤外線を Raspberry Pi の BlackBeanControl にも登録する．これにより登録さ

れた赤外線信号を Raspberry Pi 上から命令することが出来るようにした．  

 システムの構成を図１に示す．Raspberry Piから e-remote miniへ命令を送り，

命令を受け取った e-remote mini が赤外線機器へ赤外線を送る．  

 Raspberry Pi，e-remote mini 間は無線（wifi）で繋がれており，e-remote mini，

赤外線機器間は赤外線で制御している．  

 今回の研究では赤外線機器を LED 照明（図３）とラジコンヘリコプター（図

４）を使用した．その機器・プログラム間での命令送信の手順を図２に示す．  

  LED 照明では ON と OFF や明るさを下げる・上げるという命令を１回赤外

線で送る必要があり，ラジコンヘリコプターではプロペラを回すという命令

を時間指定して送る必要がある．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ .システムの構成  
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図２ . 機器・プログラム間での命令送信の手順  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図４ .使用したラジコンヘリコプター  

 

 図３ .使用した LED 照明  

 

3 研究のまとめ・評価  

 本研究では，シングルボードコンピュータ Raspberry Pi，BlackBeanControl，  

e-remote mini，プログラミング言語 Python を利用し，Raspberry Pi 上で遠隔操

作するシステムを作成した．原理やシステムを理解するために，Raspberry Pi

の基礎的な機能や e-remote mini がどのように赤外線を学習しているのかを調

べ理解した．今回目的まで達成することができなかったが，問題点や課題を

発見することができた．  

連続的な信号は一度プログ

ラムで設定し送信  

プロペラを何秒間回すなど  

間欠的な信号は直接送信  

LED 照明の ON/OFF など  

Raspberry Pi 

BlackBeanControl  

e-remote mini  

LED 照明  ラジコンヘリコプター  

プログラム   赤外線で命令を送信  



 システムを動作させた結果，まず問題点として赤外線を正しく読み取って

くれないことがあることが分かった．原因としては，赤外線読み取りのとき

に他の赤外線を読み取ってしまう場合，赤外線の照射時間が短すぎて正しく

読み取れていない場合が考えられる．特に，ラジコンヘリコプターの赤外線

を読み取らせる際，プロペラの回転速度によって赤外線は変化するのだが，

赤外線が変化するたびに正しく読み取ることができておらず，ヘリコプター

が上昇するように制御することができなかった．LED 照明では ON・OFF，明

るさの上げ下げの出力はうまくできていたので，ラジコンヘリコプターのプ

ロペラの回転速度を一定値ごとに上げる・下げることができれば，プロペラ

の回転速度は正しく遠隔操作できると考えるが，そこから壁や天井にぶつか

らないように操作するにはまた別に解決策が必要と考える．  

 本研究をさらに発展させていくとすると，問題点を解決する他に遠隔操作

の命令を声で操作することが出来ると考えられる．その場合汎用大語彙連続

音声認識エンジン Julius を利用して開発していくことが考えられる．  
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